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4.研 究 活 動

形態基礎研究部門

岩本光雄･木村 費･渡辺 毅･毛糾俊雄･

森本恭子1)

研究概要

1)霊長類のロコモーションと運動器の研究

木村 賛 ･岩本光雄 ･森山恭子

ヒトの進化を解明する研究分野として,各種窒

長規のロコモーションと運動器の研究を行ってい

る｡(1)ロコモーションの運動力学的実験(木村 ･

岩本)｡u長日の四足歩行の運動学的な特異性を

示しヒトの二足少行位相過程への示唆を与えた｡

チンパンジー個体発達の運動力学的解明を行い,

上氾7!jlt!･性の挫得過程を調べた｡マカクの調教実

験により迎動能力開発過程の検討を行った｡(2)ニ

ホンザルにおける自発二足走行の観察 (岩本)｡

野生状憶の観察と実験データとの比較にJ:り,二

足少行独和の仮説を組立てた｡(3)脇間四肢骨の比
較節別学およびバイオメカニックス(森山･木村).

柑こf'1盤と四肢長骨のもつ力学的特徴,性差,個
休発巡過程をロコモーションとの関係で比較し特

徴を指摘した｡なおこれらの研究は文部省科学研

死班総合研究(ヒトおよびその他詔長矧 こおける

体移動扱隅の生長と比較に関する総合研究,代表

者迅雌前出),ならびに本研究所共同利用研究(

マカクの調教過程における形態 ･生理 ･行動の研

兜 )とも一部悶迎して行われた.

2)旧世界ザル,特にマカクに関する形態学的

研兜2)

岩本光雄 ･渡辺 毅

ニホンザルの種分化,進化を解明する目的から

形態学的研兜を行っている｡歯牙萌出での種内変

災を明らかにする研究の一環として,乳歯萌出年

齢についてのとりまとめを行った(岩本･渡辺)0

身体形fIでの地域変災を明らかにするための継続

研究として,苗崎山,長靴 波勝崎,宋筑波ユー

トピアでの捕控調査に参加しデータを得た(岩本

･渡辺)｡文部省科学研究資補助金(現地調査,

1)霊長研非常勤講師
2)本研究は浜田穣(日本モンキーセンター),
鈴木樹理(霊長研サル施設 ),パンパン･ス
リョプロート(パジャジャラン大学)と部分
的に共同で行っている｡

代表者竹中修)に参加し,インドネシア･スラウ

ェシ島においてスラウェシマカク7種193頭およ

び動物商の袋誠場でスマトラ産ブタオザル31頭の

形態学的調査を行った(渡辺 ).

3)頭骨非計測形質の研究 毛利俊雄

頭骨非計測形質の三角形累拭類似度を用いて,

春成 (1979)による晩期縄文人の下顎前由の抜幽

は婚姻抜歯で,両犬歯を抜く2C型は婚入省を,

全切歯を抜く41型は該集団の出身者を袈わす,

とする仮説を検討し,肯定的な結架を得た｡

総 説

1)木村 賛(19糾):長骨の形と梢造.入獄学

その多様な発展.日本人粗学会編.P.1241

130. 日経サイエンス社,東京.

2)岩本光雄(1985)二人獄の進化をめぐる以新

の事情.別刷宝島45,P.176-189.JICC出
版,東京.

論 文
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4)Ishida,H･,Kimura,T.,0knda,M.and

Yamazaki,N.(1984):Kinesiological
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Creel.EdinburghUniversityPress,
Edinburgh.p.135-145.

5)岩本光雄 ･浜田稜･渡辺毅(1984):ニホン

ザル乳歯の萌出年齢･人教学雑誌,92(4):
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LocomotorAnalysesandHumanBipc･

･dalism.Eds.S.RondoetaI.,Tokyo

UniversltyPress,P.81･104.
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LocomotorAnalysesandHuman Bipeda･
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versltypress,p.167-180.
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学会発表

I)木村 口 (1984):サル四足歩行および走行

の特徴について.第5回バイオメカニズム学

術講演会予稿袋,p.23-24.

2)岩本光雄 :符森県下北半島ならびに宮崎県辛

畠のニホンザルの手掌紋.郡38回日本人郊学

会民族学会迎合大会 (1984).

3)木村 ㌍ :チンパンジー四足ZL;･行の個体発達

について.同上.

4)毛利俊雄 :縄文後 ･晩J切3貝塚袋田の頭冊非

計測形質三角形累杭苅似皮による分析.同上.

5)蘇山恭子 ;ニホンザル付盤の年齢変化につい

て.同上.

6)木村 ㌍ :幼年チンパンジーの四足ロコモー

ション.郡29回プl)マーテス研究会 (1985).

7)渡辺 毅 ･浜田 桟 ･パンパンニスリョプロ

ート:スラウェシマカク7種とスマトラ産ブ

タオザルの形憶比較.同上

神経生理研究部門

久保田競 ･松波謙一 ･三上1771'允 ･松村道一

研究概要

1)前頭連合野における条件づけ形成の神経槻

椛の研究 久保ul親

サルのTJ了1両迎合野ニュ-ロン活動は条件性弁別

反応の学習が成立すると条件性刺激 (赤や緑のラ

ンプ)に皮応し,次に行う反応 (テコはなし,ま

たはテコのおし続け)に先行して活動する.また

学習が成立していない汀引こは.このj:うな活動が

みられない｡このことを碓かめるため,前頭連合

野に脳波TtL極を拙め込み,反応の'-7習成立するに
つれて,脳波がどのように変わるかをしらべた｡

2)大脳半球の強調作川.柑 こ胴梁線維の作用

について 松波三根-

"Whytwobrainsandoncmind?n こう

言われるように,大脳は左右抑 r･･球より成るが,

我々は心が2つあるとは意識しない｡この左右の

大脳の鋤きを総合して,1つのfrJ神tfl･動とする機

椛は何なのだろう? その1つの可托性として,

脳梁線維の存rL=があげられる｡この胴梁線維の槻

能を生PP.学的アプローチにより耶明している｡

3)放射性デオキシグルコース脳内取り込みの

出の定Tit的解析

松波謙一 .景山 d).松村道-
遅延反応を学習させたサルを使い,この課題遂

行中の2-デオキシーd-グルコースの取 り込み

から,脳の活動部位を見て来た｡定性的な実験と

して,矢状断切片によるオートラジオグラフを作

製したが,これに加えて測定の簡単な実質臓器で

の定昆化も試み,一瓢 巾部談話会で発表した｡

4)高次視覚T乃報処理機ffq･の研死

三上苛允

祝党動物であるサルの配光情印処PI!機隅を神経
生班学,神経炎理学,心即物FB学の手法をFf]いて

研究する一環として,今咋皮は視覚前野のMT野

において,心Fjl物m!学で用いられる仮現述動のパ

ラダイム巾に,ニューロン活動を記拝し,運動祝

のメカニズムを解析した｡

5)運動野の_7ll_シナプス回路網と随,Cr.迎動のコ

ントロール位脚 こついて

松村迫一 ･久即 】rR･沢口俊之2)

迎動野に2本の微小Tti極を別人し,防.El.運動を

行わせている問に,ニューロン活動をそれぞれ記

錨する｡スパイクトリガー法や相互相関法によっ

て,2つのニューロン問の!tiシナプス性結合を調

べて,この結合に関与している伝達物質を明らか

1)生化学研究部門･助教授

2)大学院生
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